


目
次
　
　
日
本
の
言
霊
が
、
地
球
を
救
う



6

第
一
編　

鎌
倉
か
ら
、
世
界
へ
霊
性
の
風
吹
く 

　
　
　
　
　
　

─
─ 

日
本
古
来
の
精
神
文
化
が
世
界
を
救
う 

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
… 

25 
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
日
本
的
霊
性
が
世
界
に
広
が
れ
ば
、
そ
の
時
か
ら
、	

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
戦
争
の
な
い
平
和
が
地
球
に
実
現
さ
れ
る
）

　
　

要
旨

　
　

は
じ
ま
り

第
一
章　

古
神
道
の
淵
源
を
尋
ね
て 

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
… 

31

一
、『
蒙
古
源
流
』
で
釈
迦
の
身
元
調
査 

─ 

31

二
、�［
表
１
］
と
［
表
２
］
を
つ
な
ぐ
と
、
ど
う
な
る
か 

─ 

33

三
、
八
幡
神
は
応
神
天
皇
か
、
オ
オ
ヒ
ル
メ
か 

─ 

34

四
、�

オ
オ
ヒ
ル
メ
は
八
幡
神
、
こ
れ
を
示
唆
す
る
資
料 

─ 

36

五
、
古
神
道
と
は
、
ど
ん
な
も
の
か
？ 
─ 
39

　

①
イ
エ
ス
と
の
結
合

　

②
釈
迦
と
の
結
合

　

③
老
子
と
の
結
合

六
、
自
然
界
は
愛
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
宝
庫 

─ 
44



7 目次

七
、
古
神
道
エ
キ
ス
（
愛
の
教
え
） 

─ 

48

八
、
な
ぜ
、
日
本
の
歴
史
か
ら
オ
オ
ヒ
ル
メ
を
隠
し
た
か 

─ 

48

九
、
日
本
人
の
正
体 

─ 

50

十
、
古
神
道
は
日
本
人
の
心
に
染
み
込
ん
だ 

─ 

51

第
二
章　

武
士
道
が
生
ま
れ
、
傷
つ
き
、
花
開
け
ば
世
界
が
平
和 

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
… 

53

一
、
武
士
道
と
は
何
か 

─ 

53

二
、
だ
が
、
そ
の
結
果
太
平
洋
戦
争
に
突
入
し
、
大
失
敗
し
た
で
は
な
い
か 

─ 

56

三
、
古
神
道
が
世
界
を
変
え
る 

─ 
57

四
、�

世
界
が
青
人
草
の
森
に
変
わ
る
と
は
、
ど
う
な
る
こ
と
か 

─ 

59

五
、
急
が
な
い
と
、
日
本
人
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
の
火
が
消
え
ま
す 

─ 

61

結
語　

八
幡
神
の
両も
ろ

刃は

の
剣
は
一
本
仕
立
て
、
決
死
の
選
択
誰
が
す
る
？ 

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
… 

63

〈
詩
〉　

義
経
・
静
の
三
段
が
え
し

追
記 

─ 

67

参
考
資
料
・
講
演
の
あ
ら
す
じ
（
１
〜
13
） 

─ 
68

む
す
び
（
参
考
の
た
め
に
） 

─ 

70
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第
二
編　

�

歴
史
と
宗
教
の
位
置
の
転
換 

　
　
　
　

─
─ 

地
球
の
文
明
転
換
の
時 

─
─ 

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
… 

73

　
　

序

一
、
宮
沢
賢
治
の
デ
ク
ノ
ボ
ー
に
つ
い
て 

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
… 

75

〈
詩
〉　

わ
た
く
し
と
い
ふ
現
象
は

二
、
事
の
始
ま
り
、
ジ
ン
ギ
ス
汗
か
ら
現
代
世
界
は
流
れ
出
た 

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
… 

80

　

◦
世
界
史
の
誕
生

　

◦
世
界
支
配
の
天
命

三
、
現
代
世
界
の
闇
も
光
も
ジ
ン
ギ
ス
汗
か
ら 

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
… 

86

１
、
東
方
か
ら
来
て
、
西
か
ら
発
光
し
た
光 

─ 
86

２
、�

闇
も
東
か
ら
？　

そ
れ
と
も
西
で
発
酵
し
て
地
球
上
に
グ
ロ
ー
バ
ル
化
？ 

─ 

88

　

◦
紙
切
れ
か
ら
、
バ
ブ
ル
経
済
が
生
ま
れ
た

　

◦
一
枚
の
紙
か
ら
、
世
界
が
闇
に
さ
え
な
る

四
、
魔
物
か
、
奴
隷
か
、
行
く
末
の
人
の
運
命 

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
… 

91



9 目次

五
、
国
宝
と
は
何
か　

人
な
り
、
道
な
り
、
空く
う

な
り
（
空く
う

と
は
永
遠
の
い
の
ち
な
り
） …
…
…
…
…
…
…
…
…
… 

95

１
、
空
海
の
教
え
、
最
澄
の
教
え 

─ 

95

　

◦
空
海
の
こ
と
ば

　

◦
最
澄
の
こ
と
ば

２
、
こ
れ
よ
り
釈
迦
の
説
法
に
入
る 

─ 

97

　

◦
色
即
是
空
〈
見
え
な
い
け
れ
ど
あ
る
ん
だ
よ
〉

　

◦
空
即
是
色
〈
見
え
て
る
け
れ
ど
あ
る
ん
だ
よ
〉

〈
詩
〉　

二
つ
の
世
界

六
、
人
は
今
、
即
身
成
仏
の
時
に
来
て
い
る 

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
… 

101

１
、
人
が
変
わ
る 

─ 
101

　

◦
良
い
宗
教
の
出
番
で
す

　

◦
純
粋
密
教
の
話

　

◦
即
身
成
仏
の
現
証
と
は
何
か

　

◦
教
行
証
と
三
密

２
、
今
や
、
現
実
世
界
が
「
即
身
成
仏
」
荒
行
の
場
な
り 

─ 
105

　

◦
「
八
聖
道
」
の
真
道
と
は
、
万
人
の
道
な
り

参
考　
（
追
記
１
）
大
石
凝
真
須
美
の
み
ろ
く
出
現
説
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参
考　
（
追
記
２
）
末
法
の
世
と
、
地
下
か
ら
菩
薩
ら
が
出
現

七
、
衆
心
進
化
論
の
す
す
め 

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
… 

110

結
び　

も
う
一
度
、
歴
史
と
宗
教
の
位
置
の
転
換 

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
… 

112

第
三
編　

鎌
倉
大
仏
の
印
の
秘
密 

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
… 

117

序　

武
家
の
古
都
・
鎌
倉
は
エ
デ
ン
の
東
に
あ
り 

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
… 

119

◦
鎌
倉
に
は
三
つ
の
気
が
あ
り
ま
す
。　

◦
こ
の
源
を
つ
く
っ
た
の
は
源
頼
朝
で
す
。

◦
今
に
残
す
日
本
人
の
血
の
文
化
の
古
都
が
鎌
倉
市
で
す

一
、
鎌
倉
大
仏
の
定
印
の
謎 

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
… 

120

二
、
大
仏
の
定
印
と
は
何
か
、
誰
が
狂
わ
せ
た
か 

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
… 

122

１
、
大
仏
建
立
ま
で
の
経
緯 

─ 

122



11 目次

２
、
末
法
思
想
と
阿
弥
陀
仏
の
定
印 

─ 

124

三
、
日
本
人
な
ら
で
は
の
、
自
然
の
守
り
の
城
塞
都
市
鎌
倉
の
建
設 

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
… 

127

１
、
宇
宙
飛
行
士
・
若
田
さ
ん
の
「
地
球
は
草
の
香
り
」 

─ 

127

２
、
頼
朝
の
苦
心
、
信
心
、
自
然
と
神
と
風
水
を
生
か
し
た
都
づ
く
り 

─ 

130

四
、
大
仏
定
印
の
狂
い
の
深
い
意
味 

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
… 

133

１
、
弥
勒
菩
薩
出
現
を
催
促
す
る
メ
ッ
セ
ー
ジ
印
相 

─ 

133

２
、
三
密
の
行
法
の
狂
い
あ
り
、
こ
れ
は
滅
法
到
来
か
？ 

─ 

134

３
、
鶴
岡
八
幡
よ 

お
出
ま
し
く
だ
さ
い 

─ 

135

五
、
日
本
的
価
値
観
と
は
、
本
当
は
い
っ
た
い
何
な
の
か 

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
… 

136

１
、
現
世
極
楽
浄
土
の
悲
願
、
日
本
人
の
霊
性 

─ 
136

２
、
恥
の
文
化
と
罪
の
文
化 

─ 
138

六
、
エ
デ
ン
の
門
は
、
地
球
の
東
か
ら
入
る
全
人
に
開
か
れ
た
門
で
す 

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
… 

140

◦
こ
こ
か
ら
本
番
、
私
の
解
釈
で
す
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第
四
編　

武
士
道
の
極
は
愛
な
り 

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
… 

145

序　
「
終
戦
」
で
吹
い
た
の
は
神
風
だ
っ
た 

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
… 

147

一
、�

君
知
る
や　
「
日
本
国
憲
法
」「
前
文
」
に
秘
め
ら
れ
た　

地
球
開
闢
の
真
義 

…
…
…
…
…
…
…
…
… 

148

二
、
人
間
と
は
何
か
、
こ
の
至
大
の
難
問 

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
… 

151

〈
三
つ
の
問
い
〉

三
、
幼
年
期
・
少
年
期
・
青
年
期
、
そ
れ
か
ら
い
よ
い
よ
壮
年
期 

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
… 

153

１
、
日
本
の
国
産
み
を
し
た
聖
徳
太
子 

─ 
153

２
、
権
力
と
権
威
、
動
物
に
無
く
て
人
間
に
あ
る
こ
の
二
つ
の
も
の 

─ 

155

３
、
武
家
政
権
の
時
代
に
、
日
本
の
心
が
芽
を
吹
き
出
し
た 

─ 

156

４
、
明
治
維
新
は
武
士
道
に
よ
る
勝
利
で
し
た 

─ 
158

５
、
騎
士
道
と
武
士
道
は
、
異
質
の
別
々
の
道 
─ 

160

四
、
聖
徳
太
子
の
夢
実
現
し
た
の
に
、
日
本
は
な
ぜ
敗
戦
し
た
の
か 

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
… 

162



13 目次

１
、
聖
徳
太
子
の
国
が
、
な
ぜ
敗
け
た
の
か 

─ 

162

２
、
草
食
系
人
と
、
肉
食
系
人
の
た
と
え
話 

─ 

163

３
、
竹
槍
〈
精
神
主
義
〉
の
敗
北 

─ 

166

４
、
痩
せ
た
武
士
道 

─ 

169

五
、�

動
物
と
神
の
子
、
い
っ
た
い
人
間
と
は
ど
ち
ら
か
、こ
こ
が
思
案
の
し
ど
こ
ろ
で
す 

…
…
…
… 

175

そ
の
１

そ
の
２

そ
の
３

そ
の
４

六
、
聖
徳
太
子
と
源
義
経
の
「
神
軍
兵
法
」 …
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
… 

181

結
語

〈
最
後
の
一
言
〉
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第
五
編　

日
出
づ
る
国
か
ら
世
界
へ 

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
… 

193

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
日
本
敗
戦
で
神
風
吹
い
た
、〈
武
士
道
が
熟
す
時
〉、	

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
武
士
道
は
愛
な
り
、
日
出
づ
る
国
か
ら
世
界
へ

序
に
か
え
て　
〈
神
軍
兵
法
と
、
義
経
と
、
日
本
国
民
〉 …
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
… 

195

１
、
も
う
一
度
、
神
風
憲
法
に
つ
い
て 

─ 

195

　

◦
本
当
に
そ
う
か
？

　

◦
神
封
じ
の
憲
法
に
す
る
に
は　

ど
う
し
た
ら
よ
い
か

２
、
聖
徳
太
子
が
「
日
出
づ
る
国
」
に
仕
込
ま
れ
た
「
神
軍
兵
法
」
の
秘
法
か
ず
か
ず 

─ 

198

　

◦
地
球
全
人
の
心
変
わ
り
は
可
能
か

３
、
鶴
岡
八
幡
宮
（
鎌
倉
）
の
千
年
の
大
銀
杏
が
倒
れ
た 

─ 

200

４
、
禅
問
答
で
し
か
語
れ
な
い
、
八
幡
大
菩
薩
と
の
対
話 

─ 

202

第
一
章　

未
来
世
界
の
デ
ザ
イ
ナ
ー
と
し
て
出
生
さ
れ
た
聖
徳
太
子 

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
… 

204

一
、
日
本
国
の
デ
ザ
イ
ナ
ー
が
、
遠
き
世
の
世
界
の
形
を
定
め
た 

─ 

204

㋑ 

出
生
の
不
思
議
、
法
隆
寺
の
七
不
思
議

㋺ 

日
本
国
の
礎
は
、
国
の
品
格
と
人
の
品
格
な
り

㋩
「
憲
法
十
七
条
」
の
狙
い
は
何
で
あ
っ
た
か



15 目次

◦
心
が
け
る
べ
き
こ
と
八
つ

◦
官
僚
が
生
活
実
践
す
べ
き
指
針　

七
つ

㋥
「
和
」
を
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
変
え
る
方
術

第
二
章　

人
が
青
人
草
に
か
え
れ
ば
、
誰
で
も
神
軍
兵
法
の
光
の
戦
士
と
な
る 

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
… 

210

一
、
コ
ト
ダ
マ
神
軍
兵
法
（
人
の
巻
） 

─ 

210

㋑ 

心
が
声
に
乗
り
、
言
霊
が
人
を
変
え
る

◦
言
霊
と
は
何
か

◦
言
霊
の
幸さ
き
わふ
国
日
本

㋺ 

古
神
道
が
な
け
れ
ば
人
は
青
人
草
に
か
え
れ
な
い

◦
古
神
道
を
も
う
一
度
想
い
起
こ
し
て
下
さ
い

◦
一
霊
四
魂
説
の
お
さ
ら
い
（
古
人
に
学
ぶ
）

◦
古
神
道
第
三
の
ポ
イ
ン
ト

㋩ 

自
然
と
の
交
流
即
瞑
想
で
あ
る

◦
二
律
背
反
、
そ
し
て
共
鳴
の
法
則

㋥ 

花
が
咲
き
、
草
木
が
茂
り
、
実
も
結
ぶ

㋭ 

人
は
青
人
草
に
な
り
ま
し
ょ
う

二
、
こ
と
だ
ま
神
軍
兵
法
（
地
球
の
巻
） 

─ 
218
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第
三
章　

い
ざ
鎌
倉
! !　

敗
戦
ま
で
の
日
本
の
歩
み 

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
… 

220

一
、
く
り
返
し
、
く
り
返
し
反
省
、
世
界
の
た
め
に
考
え
て
み
よ
う 

─ 

220

　

◦
ハ
ラ
を
く
く
ら
ね
ば
な
る
ま
い
ね
、
日
本
人
が
今

二
、�
最
澄
、
鎌
倉
、
敗
戦
と
、
武
士
道
の
移
り
変
わ
り
、
最
後
は
イ
エ
ス
の
出
番
で
す 

─ 

226

㋑ 
日
本
人
に
つ
い
て

㋺ 

武
士
道
の
発
達

◦
卵
が
孵
る
、
平
安
時
代
の
最
澄

◦
武
士
道
の
起
お
こ
り 
─ 
鎌
倉
武
家
政
権
の
意
味

◦
乱
世
、
下
剋
上

◦
江
戸
時
代
、
武
士
道
理
念
の
形
成

◦
サ
ム
ラ
イ
・
ハ
ラ
キ
リ
〈
清
明
心
〉
文
明

㋩ 

こ
こ
か
ら
先
は
イ
エ
ス
・
キ
リ
ス
ト
に
つ
な
が
り
ま
す

結
語　

神
風
吹
く
か 

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
… 

235
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第
六
編　

隠
さ
れ
た
韓
国
の
聖
者   

姜カ
ン

甑ジ
ュ
ン

山サ
ン 

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
… 

239 
　
　
　
　
　
　
　
日
韓
併
合
を
す
す
め
、
日
本
国
の
敗
戦
を
予
告
し
た

は
じ
め
に

第
一
章　

韓
国
の
聖
者
・
姜カ
ン
ジ
ュ
ン
サ
ン

甑
山
が
し
た
事 

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
… 

242

一
、
天
地
公
事
と
は
何
か 

─ 

242

二
、
姜
甑
山
の
時
代
、
足
跡
、
隠
さ
れ
た
わ
け 

─ 

243

ａ
．
時
代
と
足
跡

ｂ
．
そ
の
誕
生
の
不
思
議
、
修
行
、
そ
し
て
天
地
公
事
の
業
へ

ｃ
．
私
は
ど
の
よ
う
に
し
て
姜
甑
山
を
知
っ
た
か
、
こ
の
聖
者
が
隠
さ
れ
た
わ
け

三
、
天
地
公
事 

─ 
250

ａ
．
日
露
戦
争

ｂ
．
日
韓
併
合

ｃ
．
二
つ
の
日
清
戦
争
、
朝
鮮
戦
争

ｄ
．
日
本
の
敗
戦

ｅ
．
神
濠
公
事
（
日
本
に
風
穴
あ
け
る
）

四
、
韓
国
の
目
覚
め
、
植
民
地
時
代
の
経い
き

緯さ
つ

の
中
に
あ
る 
─ 

262
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第
二
章　

日
本
の
歩
み
、
韓
国
の
歩
み
、
地
球
の
歩
み 

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
… 

268

一
、
初
め
に
言
っ
て
お
く
こ
と 

─ 

268

ａ
．
渦
巻
模
様
の
宇
宙

ｂ
．
仁
産
み
の
仕
事

二
、
こ
こ
か
ら
が
本
番
で
す 

─ 

270

ａ
．
ひ
と
言
だ
け

ｂ
．
骨
を
抜
か
れ
た
戦
後
の
日
本

ｃ
．
キ
ッ
パ
リ
一
度
の
謝
り
方
と
は
何
か

ｄ
． 

後
天
の
導
き
方
の
コ
ツ

ｅ
．
女
性
の
時
代
が
来
て
い
る

三
、
突
発
し
た
尖
閣
諸
島
事
件 

─ 
274

ａ
．
日
本
に
第
二
の
黒
船
襲
来
か
？

ｂ
．
ヘ
レ
ン
・
ミ
ア
ー
ズ
公
正
中
立
な
目
で
申
す

四
、
神
軍
兵
法 

─ 
278

ａ
．
神
軍
兵
法
と
は

◦
一
枚
の
紙
の
た
と
え

◦
「
冠
位
十
二
階
」
の
意
味

◦
「
憲
法
十
七
条
」
の
狙
い



19 目次

◦ 

青
人
草
の
こ
と

ｂ
．
和
の
発
動
、「
後
天
」
と
か
「
降
魔
」
に
つ
い
て

ｃ
．
言
霊
に
つ
い
て

ｄ
．
神
軍
兵
法
の
発
動
と
、
そ
の
効
果

お
わ
り 
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
… 

286

第
七
編　

�

日
本
の
未
来
を
問
う 

　
　
　

第
三
の
問
い
を
発
進
さ
せ
よ 

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
… 

289

第
一
章　

尖
閣
諸
島
問
題
は
、
第
二
の
黒
船
襲
来 

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
… 

291

第
二
章　

い
つ
ま
で
も
「
核
の
傘
」
あ
り
と
思
う
な
、
能
天
気
日
本
人
た
ち 

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
… 

293

〈
詩
〉　

霧
蜻
蛉　

〈
１
９
８
２
・
９
・
５
作
〉

〈
キ
リ
ト
ン
ボ
科
の
群
〉
と
は
何
か

〈
無
数
の
烈
し
さ
の
祝
宴
の
真
似
〉
と
は
何
か
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〈
一
九
九
九
年
ま
で
…
…
は
た
め
く
こ
と
は
な
い
が
〉
と
は
何
か

も
う
一
度
〈
無
数
の
烈
し
さ
の
祝
宴
の
真
似
〉
に
つ
い
て

〈
蘆
溝
橋
や
柳
条
湖
の
方
は
…
…
誰
か
が
霧
を
ま
い
て
い
る
と
し
か
思
え
な
い
〉
と
は
何
か

こ
れ
か
ら
の
中
国
と
日
本
を
占
う

第
三
章　

二
つ
の
問
い
、
卑
怯
者
と
な
る
か
、
愛
国
者
と
な
る
か 

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
… 

302

端
的
に
申
す
と
、
尖
閣
事
件
と
は

現
在
の
日
本
人
の
意
識
と
愛
国
者
の
叫
び

自
称
愛
の
人
の
悲
鳴
が
聞
こ
え
る

第
四
章　

人
よ
、
第
三
の
問
い
を
発
せ
よ 

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
… 

310

第
五
章　

イ
エ
ス
は
歴
史
転
換
の
た
め
に
、
生
ま
れ
て
死
ん
だ 

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
… 

314

結
語　

殺
人
剣
か
ら
、
活
人
剣
へ
、
庶
民
の
〈
青
人
草
〉
化
で
出
来
る 

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
… 

318



21 目次

第
八
編　

�

パ
ン
ド
ラ
の
箱
が
開
か
れ
た
地
球
危
機
の
今
、 

日
本
の
言こ

と

霊だ
ま

が　

世
界
を
救
う 

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
… 

323

第
一
章　

パ
ン
ド
ラ
の
箱
に
残
さ
れ
た
一
つ
の
希
望
と
は
何
か 

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
… 

325

一
、〈
序
〉
３
・
11
大
震
災
は
天
罰
で
あ
る 

─ 

325

二
、
実
母
の
子
殺
し
が
殖
え
る
、
世
は
末
か
？ 

─ 

326

三
、
世
界
に
開
い
た
撫
子
の
花
、
残
さ
れ
た
希
望 

─ 

328

四
、
パ
ン
ド
ラ
の
箱
の
底
に
残
っ
た
一
つ
の
も
の
、〝
希
望
〟
と
は
何
だ
ろ
う 

─ 

330

〈
詩
〉　

平
和
の
名
前
を
呼
ぼ
う

第
二
章　

３
・
11
は
人
類
文
明
転
換
の
信
号
塔 

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
… 

332

一
、
人
類
は
二
つ
目
の
火
を
自
分
で
創
っ
た
、
あ
あ
、
災
い
の
日
よ 

─ 

332

二
、
誰
が
作
っ
た
？　

第
三
の
爆
心
地
化
〈
日
本
列
島
〉、
明
日
の
運
命
を 

─ 

335

三
、�

あ
な
た
は
百
万
年
後
の
世
界
に
責
任
も
て
る
か
？　

そ
れ
な
ら
今
決
死
の
愛
に
生
き
よ
う 

─ 

340

四
、
清
貧
に
生
き
よ
、
無
限
供
給
は
人
の
愛
が
生
む 

─ 
343

〈
参
考
〉
３
・
11
は
世
界
文
明
転
換
の
信
号
塔

〈
詩
〉　

地
球
美
人
花
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第
三
章　

日
本
の
言こ
と

霊だ
ま

が
、
世
界
の
危
機
を
救
う 

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
… 

351

一
、
古
い
人
、
古
い
書
を
、
見み

縊く
び

る
勿
れ 

─ 

351

二
、
神
軍
兵
法
、
日
本
国
憲
法
、
ユ
ネ
ス
コ
憲
章
は
三
位
一
体 

─ 

353

〈
結
語
〉
鎌
倉
か
ら
、
奇
蹟
が
起
こ
る

追
記
１　

鎌
倉
が
、
な
ぜ
、
世
界
最
初
の
「
平
和
都
市
宣
言
」
を
し
た
の
か 

…
…
…
…
…
…
…
…
…
… 

357

追
記
２　

鎌
倉
は
サ
ム
ラ
イ
政
権
発
祥
地
、
平
和
の
神
都 

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
… 

365

総
括
（
し
め
く
く
り
の
言
葉
） 
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
… 

373

◦
な
ぜ
日
本
人
の
心
性
は
異
質
な
の
か
？ 

─ 
375

◦
人
間
観
が
基
本
で
、
文
明
が
生
ま
れ
、
衆
心
で
歴
史
が
進
化
す
る 

─ 

378

◦�

朝
鮮
の
植
民
地
化
を
す
す
め
た
姜カ
ン

甑ジ
ュ
ン

山サ
ン

の
天
地
公
事
の
非
凡
さ 

─ 

381

◦
日
本
の
言
霊
が
な
い
と
、
殺
人
剣
は
キ
リ
ス
ト
の
活
人
剣
に
は
な
ら
な
い 

─ 

384

◦
「
い
ざ
、
鎌
倉
! !
」
が
本
番
の
始
ま
り
で
す 

─ 
387




